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 目を疑い，耳をも疑うこの事実。  
  残念であるとしかいいようがない。しかし現実は現実だ。  

 神戸分会総会に行ってきました。分会事情は様々あるがしっかりと屋台

骨を支えている一人ひとりが、この神戸分会をまた強い団体としてさらな

る進化をさせたと言えます。  

 今回この時期に脱退者を出したことは非常に哀しいことであります。今

まで一緒に闘った仲間が「転進金」という魅惑の禁断の木の実に全てのプ

ライドと、今までの自分の生き方までも覆すと言う暴挙にでられました。 

長年闘いの先頭を切ってこられた方々も、５月２４日の一日行動ではビラ

をまき、要請行動にも参加され、大きな声をあげ、同じ気持ちでやってい

たのに近隣分会としてはとても残念な気持ちとなりました。これも、会社

の不当な差別があるからこうなったとも思えますが、ひとり一人がやはり

弱かったのかもしれません。一人職場や、少数分会はその点一人ひとりが

強いので安心です。  

 しっかりと、退職され、多分、転進金を頂いて、気をつけて代理店とな

ってがんばってください。ただし、この３つの流れは別物なので心配です

が。私たちは、このことにより初心に帰りまた、一致団結をすることとな

りました。  

 

ひとりはみんなのために みんなはひとりのために  
全損保日動外勤支部大阪分会  

 


